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私のすすめるこの１冊・・・浅井和行 

                （附属教育実践総合センター 教授） 

 

ノーム・チョムスキー 

『メディア・コントロール』〜正義なき民主主義と国際社会〜 

 
 ノーム・チョムスキーは、マサチューセッツ工科大学教授で、生成文法理論で言語学における一流

の研究者でありながら、アメリカの対外政策を厳しく批判する社会哲学的な発言を繰り返してきた。 
 チョムスキーは、デューイ等の影響を受けつつも、第一次世界大戦当時のアメリカ社会の知識階層

が、躊躇する一般の人々を鼓舞して戦争に駆り立てたとして断罪している。また、ウイルソン大統領

がメディアと財界の支援を得て、組合をつぶし、報道の自由や政治思想の自由といったものを排除す

ることにも成功したと言っている。これらの発言が、いろいろな立場から批判されるであろうことは

チョムスキー自身が一番良く分かっており、その批判に対して論理的に反駁できるように徹底した調

査と検証を行っていた。 
 ヴェトナム戦争に端を発し、中東問題、中米問題、東チモール問題、イラク問題等についても発言

している。特に興味深いのは、チョムスキーがユダヤ系アメリカ人であるにも関わらず、信念に従い

アメリカとイスラエルを批判していることである。アメリカはテロとの戦いを訴えながら、世界中で

テロ活動をしているというのがチョムスキーの主張である。 
 現在私が取り組んでいる科研費による研究「メディアリテラシー教育のためのカリキュラムの開発

と評価」の発端はこのようなチョムスキーの主張に触れたからであると言っても過言ではない。つま

り、欧米文化の底に流れていると思われる「クリティカル・シンキング」（批判的思考）、物事を考え

る時に、否定的にではなく、本当かどうかどうか批判的にじっくりと考えるという考え方にたって、

学校教育におけるメディアを見つめてみようという試みを行っているのである。 
 本書は新書判で 160 頁程の小冊子である。新幹線に乗れば東京に行って帰ってくる途中で読み終え

られるような著作である。けれども、その訴えているところは人の心に潜むものをえぐり出すような

ものである。是非一度読んでいただきたい。 
 

『メディア・コントロール』〜正義なき民主主義と国際社会〜 
著者：ノーム・チョムスキー著 出版社：集英社 発行年：2003 年 定価：693 円 

    購入手続き中 
 
 



■ 図書館からのニュース 
 

１．２、３月の開館予定の変更について 
２月、３月の開館予定が一部変更になりましたのお知らせします。 
 変更日： ２月１６日（土）  閉館 （ネットワーク停止のため） 
      ２月２６日（火）  閉館 （入試に伴う入構規制のため） 
      ３月１０日（月）  開館 （入試日の変更のため） 
      ３月１２日（水）  閉館 （入試日の変更のため） 
 
※ 図書館開館スケジュールをご覧ください。 

 

２．春季休業に伴う長期貸出について 
区分 学部学生 大学院生・教職員 

貸出期間 1 月 22 日(火）～3 月 31 日（月） 1 月 7 日(月)～3 月 14 日(金) 
貸出冊数 ５冊 １０冊 
返却期日 2008 年 4 月 14 日(月) 2008 年 4 月 14 日(月) 

  ＊視聴覚資料は除きます。 
＊長期貸出図書については、貸出の更新はできません。 

一度返却してから、翌日貸出の手続きをとってください。 
＊一般利用者の方は長期貸出の対象外となります。 

   *卒業、修了予定の人の返却期限日は 2008 年 2 月 29 日（金）となります。 

３．卒業・修了予定の方へ 

●貸出期間の延長 
卒業・修了予定の方の貸出は 2 月 29 日までとなっています。それ以降も利用を希望される場

合は、所定の手続きを行うことによって、卒業式の日まで延長できます。カウンターでお尋ね

ください。2月 18 日以降に手続きできます。 

●卒業後も図書館を利用される方へ 
一般利用者としてご利用いただけます。3月 25 日（火）（卒業式・修了式の日）から利用証を

発行しますので、ご希望の方はカウンターでお申込みください。お申込みの日に図書を借りる

ことも可能です。なお、一般利用者は本学の学生と利用条件が一部異なりますので、ご了承く

ださい。 

 

４．昇降機（小型リフト）入れ替え工事について 

  平成 20年 2 月 14 日（木）～25 日（月）にかけて昇降機（小型リフト）の入れ替え工事を行い

ます。騒音等ご迷惑をおかけしますが、ご協力、ご了承願います。 

５．北館２階エアコン設置工事について 

  平成 20 年 2 月中旬から 3 月末にかけて北館２階でエアコン設置の工事を行います。騒音等ご

迷惑をおかけしますが、ご協力、ご了承願います。今まで北館２階は冷房設備が無く、ご不便

をおかけしましたが、今後は快適な環境でご利用頂けます。 

６．書庫内書架の転倒防止工事について 

  先月、書庫内の一部の書架について転倒防止工事を行い、無事終了しました。ご協力ありがと

うございました。 

 



■ 論のくちび理のむすび・・・荻野 雄（社会科学科 准教授） 
 

クラカウアーの『カリガリからヒトラーへ』（1）（2） 

荻野 雄： 京都教育大学紀要Ｎｏ.１１１、P17-34,35-53,2007 
 

 本稿は、1920 年代から 60 年代までドイツおよびアメリカで活躍した思想家のジークフリート・ク

ラカウアーを研究する一環として、アメリカ亡命後の最初の単行本であり、またおそらくは彼の最も

知られた著作である映画論『カリガリからヒトラーへ』（1947）を取り上げて考察している。『カリガ

リからヒトラーへ』は、その知名度に反して、クラカウアーに対する関心がかつてないほど高まって

いる今日に到るまで、その内容が立ち入って検討されたことがほとんどなかった作品である。その理

由の一つは、ワイマール時代のドイツ人の心理を一方的に断罪していくかのような、彼の叙述の仕方

に求められるだろう。しかし実際にはクラカウアーはこの著書で、ワイマール共和国におけるドイツ

人の精神の起伏に富んだ展開を、一般に考えられているより遥かに丁寧に跡付けているのである。本

稿は、そうした彼のドイツ心理史を明確に浮き立たせることを目的として、そこで前提とされている

共和国史理解、そしてワイマール時代のクラカウアーの思想特にその街路論を参照にしながら、『カ

リガリからヒトラーへ』の詳細な解読を試みた。 
 この本でクラカウアーは、「カリガリ博士のキャビネット」を起点とするワイマールのドイツ映画

史の内に、ヒトラーの政権奪取を可能にしたドイツ精神の退廃過程を追っていく。「カリガリ博士」

は、夢遊病者チェーザレを操ってカリガリ博士が犯す連続殺人および探偵役の人物による博士打倒の

物語であるが、話し全体はある精神病患者が語る妄想譚として提示されている。クラカウアーによれ

ば、こうした枠組みを持つ「カリガリ博士」は、第一次世界大戦直後のドイツ人の精神状況を的確に

象徴しているだろう。敗戦に伴ってこれまでの社会構造や価値観が瓦解したショックの中で、ドイツ

人は内面へと引き籠り、そこで伝統的な権威から解放されようと格闘していたのである。しかしカリ

ガリ以降作られた映画の傾向から推して、ドイツ人は古き権威への反逆よりもそれへの屈服を選んだ

と見ることができる、とクラカウアーは言う。こうした権威への愛着は、1920 年代中葉の安定期に

は、不承不承受け入れた共和国に対する潜在的な敵意としてスクリーンに現われた。この時期の映画

では、有名なフリッツ・ラングの「メトロポリス」も含めて、しばしば現状に対する若者たちの反逆

と彼らによる新たな秩序の建築が主題とされたのだった。しかし 1929 年のドイツ経済の破綻は安定

の幻想を吹き飛ばし、意識下でわだかまっていたこの共和国への敵意を解き放って、ヒトラーの支配

へと道を拓いた。マレーネ・ディートリッヒ主演の「嘆きの天使」やラングの「M」は、それぞれマ

ゾヒズムとサディズムに囚われた人物たちの破滅を描き、共和国への反逆がいかなる帰結を招き寄せ

るかを警告していた。 
 

                              

 

 

 

 

     全文は図書館ＨＰ 「京都教育大学紀要」で、ご覧いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■ 図書館開館スケジュール 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月６日（水）は館内整理のため休館します。   ３月５日（水）は館内整理のため休館します。 
２月１１日（月）は祝日のため休館します。    ３月１２日（水）は入学試験のため休館します。 
２月１６日（土）は停電に伴うネットワーク    ３月２０日（木）は祝日のため休館します。 
停止により休館します。  

２月２５日（月）、２６日（火）は入学試験 

のため休館します。 
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(  通  常  ) 

開館時間 :  9:00 

閉館時間 : 21:00 

一部期間は 17:00 に閉館します 

下記カレンダー「～17:00」と記載 


